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支部だより

関西支部第12回夏季大学の報告

　今回の夏季大学のテーマはr気候変動と異常気象」で

気候の変動とその原因，近年の異常気象の発生等の状況

と心配されている二酸化炭素等の温暖化物質による気候

への影響について理解していただくことを目的としまし

た．

　7月23日から3目間，近畿各府県（大阪，京都，兵

庫，奈良，滋賀，和歌山）教育委員会，大阪市教育委員

会，大阪管区気象台の後援を得て，なにわ会館で開催さ

まました．講座は，連日熱気にあふれ，好評のうち無事

終了しました．

　最初に講演されたのは，山元先生（京都大学）で気候

変動と炭酸ガス等の温暖化物質の気候への影響について

わかりやすく，親しみをこめて話され，最後は村松支部

長に「温暖化をもたらす気体の科学」で締めくくってい

ただぎました．以下，講演題目と見出しから内容を推察

願います．

　第1日目
　○気候変動

　　山元龍三郎（京都大学教授）

　　　地球の熱バランスと気候変動，大気の温室効果，

　　気候変動の原因，大気中の二酸化炭素の増加，気候

　　の数値シミュレーション，今世紀における温暖化，

　　21世紀における気候シナリオ

　○最近の異常気象について

　　好本誠（大阪管区気象台予報官）

　　　異常気象は増えているか，異常気象や気候変動の

　　要因，海面水温の変動と異常気象

　第2日目
　○実習　天気図の書き方と見方

　　中井　毅（大阪管区気象台予報官）

　　増井初水（大阪管区気象台予報官）

　第3日目
　○温暖化をもたらす気体の科学

　　村松久史（京都大学教授）

　　　温室効果の概説，気候モデルによる温室効果の見

　　積，温室効果気体の増加と相対的役割，温暖化への

　　対応

　三日目の午後の管区気象台見学は，受講生のほとんど

が参加され，たいへん好評を得ました．

　「気象変動と異常気象」というなじみのあるテーマで

はあったかと思いますが，その時間・空間スケールの大

ぎさによる理解の困難さからか受講生の申し込みは順調

とはいえませんでしたが，最終的には，小・中・高校の

教職員の方を中心に80名の参加を得ました．

　開講にあたって，各府県教育委員会の後援や報道機関

の広報等のご協力に対し深く感謝いたします．
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